
 

相談支援事業所連絡会報告（平成26年9月～平成27年2月） 
 

1 相談支援事業所連絡会 

相談支援事業所連絡会は各事業所から1名が参加し、月に1回開催しました。各部会・運営会議の

報告、自立支援協議会や相談支援事業、ハートフル講座に関することの報告・相談、講演会・元気が

でる研修会の打ち合わせを行いました。 

 

2 相談支援事業所間研修 

 相談支援事業所間研修は、月１回（第３水曜日 15:00～17:00）で以下の通り実施しました。 

9月17日  

・ハートフル講座のアンケート内容の確認、自立支援協議会の活動報告書、 

講演会について（講師・講演内容・時間場所）、月報の計上の仕方 

・「身体障害者手帳の認定基準について」 

春日苑障がい者生活支援センター 加藤 

10月15日  

 ・講演会の進捗状況、第二回自立支援協議会活動報告について 

・「障がい児のためのサービス」 

障がい者生活支援センターあっとわん 服部、住岡 

11月19日 

 ・講演会のタイムスケジュール等の確認、元気がでる研修会の内容について検討、 

地域課題について話し合い 

12月17日  

・講演会のチラシの確認、元気がでる研修会の内容について 

・「障害者総合支援法における障害支援区分の変更点について」 

 障がい者生活支援センターJHNまある 宮原、斎藤 

1月21日   

・講演会について、元気がでる研修会のチラシの確認 

・基幹相談支援センターの体制について 

・「日常生活自立支援事業と成年後見制度について」 

基幹相談支援センターしゃきょう 林、加藤、望月、髙村 

2月18日  

 ・2月14日 「障がい者の自立した暮らしを考えるつどいパートⅡ」の報告 

・元気がでる研修会の最終確認 

・自立支援協議会の再編と相談支援体制について 

 

 

【資料３】 



 

3 障がい理解のための啓発事業 

（１）チーム・メッセンジャー 

下記の内容で１件実施しました。 

日にち 対象者 内容 担当 

9月24日 

社会福祉法人 けやき福祉会 

れすぱ            

参加者9名 

成年後見制度について 

障がいのある人の支援とは 
かすがい 

（２）ハートフル連続講座～障がいってそういうことだったのか～ 

「広く一般の方々に障がいの理解を深めてもらうこと」を目的として、連続講座を以下の通り開催

いたしました。（各回火曜日、10:30～11:30） 

 

日にち テーマ 講師 参加者 

11月4日 障がいってそういうことだ

ったのか 

基幹相談支援センター 

しゃきょう 

10名 

11月11日 障がいを知ろう 

～身体編～ 

春日苑 

障がい者生活支援センター 

11名 

11月18日 障がいを知ろう 

～知的編～ 

障がい者生活支援センター

かすがい 

14名 

11月25日 障がいを知ろう 

～精神編～ 

障がい者生活支援センター

JHNまある 

12名 

12月2日 障がいを知ろう 

～子ども編～ 

障がい者生活支援センター

あっとわん 

10名 

12月9日 施設見学 

※受講した方の中から希望

者のみ 

各支援センターの職員 春日苑：3名 

はさま：3名 

かすがいフォレス

ト：2名 

 

＜受講者の声、アンケート結果＞ 

講座については、延べ 57 名が参加していただき、「理解が深まった」と回答した方が 82％でした。

「初めて聞くことや知らないことがあって、とても勉強になった」「今後、役に立てていきたい」「障

がいである前に一人の人として大切にしたいと思った」「相手の気持ちを大切にできる様心掛けたい

と思った」等の感想がありました。また、施設見学では、「日中活動の様子を見れ、話が聞けてよか

った」「ほかの施設を見学する機会があるといい」等の感想がありました。講義と実際の施設を見て

もらうことで、より障がいの理解に繋がるのではないかと感じました。 

 

 



 

（３）講演会 

今年度も障がい理解のための啓発事業として講演会を実施しました。 

テーマ：事例でわかる成年後見 

日 時：平成27年2月3日(火) 13:30～15:30 

会 場：グリーンパレス春日井 第１会議室 

講 師：渡辺 哲雄氏（NPO法人東濃成年後見センター理事長） 

参加者：81名 

＜アンケート結果＞ 

全員が「とてもよかった」「よかった」と回答してくれました。「様々な事例をもとにお話しくださ

ったので、わかりやすかった」という声が多かったです。また、「成年後見制度の利用をすでに考え

ている」「話を聞いて考えるきっかけになった」「今後、仕事の業務に役立てていきたい」という声

もありました。今後、ますます成年後見制度の必要性が高まるのではないかと感じました。 

 

４ 平成26年度のまとめ（総括） 

平成26年6月より相談支援事業所連絡会は、各支援センターから1名の参加として、月1回（第２

金曜日 14:00～）行ってきました。障がい福祉課と委託相談支援事業所、それぞれの情報の共有の場

として、各部会・運営会議の報告、自立支援協議会に関すること等話し合いました。 

 今まで、相談支援事業所連絡会の時間内で行ってきた研修部分を切り離し、月1回（第３水曜日15:00

～17:00）に事業所間研修を実施してきました。委託相談支援事業所のメンバーで構成され、スキルア

ップ・ボトムアップ、質的向上、委託相談支援従事者同士の関係作りを目的に行いました。また、相

談支援事業所連絡会の当日、限られたメンバーだけで、検討することができない内容については、相

談支援事業所間研修において話し合いをしてきました。 

 平成19年度から相談支援事業所連絡会を行ってきて、今年度初めて形を変更して実施してきました

が、やはり委託相談支援従事者同士の関係作りはとても重要だと思いました。 

 


